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月定例会議では、まず市長から令和8年度の施政方
針が示されました。議案の中で特に注目されたの

は、浜田市カスタマーハラスメント防止に関する条例
検討委員会設置に係る条例改正、浜田市美又温泉美肌
観光拠点施設の指定管理者の指定、副市長及び教育長
の選任などが挙げられます。
算決算委員会では、主に691事業からなる一般会計
をはじめ、国民健康保険などの特別会計や上下水道

などの公営企業会計の令和8年度当初予算を審議しまし
た。中でも「社会福祉協議会助成事業」と「地域包括
支援センター運営事業」については予算決算委員会に
おいて執行部の質疑の後に、議員間の自由討議を行い、
さまざまな議論を重ねました。その結果、予算決算委
員会から附帯決議案を提出することとなりました。3月
定例会議最終日の本会議においても附帯決議を全会一
致で可決しました。

3

予

地域福祉

1億2,416万円

社会福祉協議会
助成事業

地域福祉の推進を図ることを目的として社会福祉協議
会へ助成する。

人件費補助として、前年度から約2,300万円の増
額がはたして適切な予算であるのか。
議会として次のとおり附帯決議を可決した。
⑴人件費補助の積算根拠及び事業効果の明確化
⑵事業別コスト構造及び人件費構成の透明化
⑶事業の整理・統合など効率的な事業運営に向
けた見直し

着
眼
！

令和8年度浜田市一般会計予算
427億4000万円を慎重審議し可決！

今回はこれが
ポイント！

定 会議例月3
令
和
８
年

概要と着眼点議会注目事業の

安全安心

1,142万円

カスタマー
ハラスメント
防止対策事業

カスタマーハラスメント防止に関する条例検討委員会
を設置し、条例制定を行う。市民や就業者のカスタマー
ハラスメント被害を受けない安全な環境を構築し、被
害防止を図る。

市議会としても、大きな社会問題と認識している。
重要な行政課題と位置づけ、条例策定に向け後
押しする。

着
眼
！

公共施設利用

2,929万円

公共施設予約
システム管理事業

市民がスマートフォンなどを通じて市内公共施設の
予約手続を行う管理システムを導入・管理することに
より当該公共施設を利用する際の利便性向上を図る。

一年を通して24時間いつでも予約状況を確認し、
利用予約が可能となる。スマートロックなどの導入
により鍵の受け渡しが不要となることやキャッ
シュレス決済との併用により市民の来庁回数が大
幅に減る。また申請時のペーパーレスや市民の手
続負担の大幅減に期待する。

着
眼
！

関係人口の拡大

2,096万円

関係人口
創出拡大事業

関係人口と継続的に関わる仕組みをつくり、担い手が
不足している地域の活性化につなげる。令和8年度は
デジタル技術を活用し、本市に貢献したいと思う人を
増やす仕組みを構築するため、民間事業者への業務委
託を行う。

関係人口の増加により、地域の活力アップへつな
げる。ふるさと納税・企業版ふるさと納税増額さら
には定住者増加にも期待する。着

眼
！
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健康医療対策

9,770万円

地域包括支援
センター運営事業

高齢者の生活に関する総合相談、サービス調整機能など
を担う地域包括支援センター運営事業を委託。

令和8年度は前年度と比較して大幅な増額となり、
次のとおり附帯決議を可決した。
事業評価、成果指標を明確にする必要があるため、
以下の事項に取り組むこと。
⑴相談支援体制、地域ケア会議の運営状況及び訪
問活動等の実績整理と事業評価

⑵地域包括センターの機能強化に向けた運営方針
及び成果指標の明確化

着
眼
！

教育・子育て支援

1,378万円

学校給食費
激変緩和対策事業

食材料費の高騰を踏まえ、令和8年度実施予定の学校
給食費の引上げ改定に際し、食材の購入費を支援する
ことで、保護者の負担軽減を図る。小学校は月額5,200
円の補助。 中学校は引上げ額の1/2相当額×給食提供
食数。

中学校は国からの補助がなく、市の補助として改
定に伴う引上げ額の1/2相当額を食材購入に充
てる。今後、中学校の補助をどう拡充していくかが
期待される。

着
眼
！

スポーツ振興

１億4,855万円

国民スポーツ大会
競技会場整備事業

令和12年度に開催予定の第84回国民スポーツ大会の
競技会場となる市有施設について競技施設基準を満たす
とともに安全性・利便性を高めるための改修などを行う。

浜田市陸上競技場・三隅中央公園陸上競技場、サ
ン・ビレッジ浜田スポーツ広場、浜田市野球場、三
隅中央公園市民野球場の５ヶ所が改修の対象と
なり、トイレをユニバーサルデザイン化し、各施設
の競技エリア整備で国民スポーツ大会以降も使
えるよう整備する。

着
眼
！

定 会議例月3

観光施設整備

1,307万円

ふるさと体験村
改修事業

ふるさと体験村の食堂および宿泊施設の桑田、箸立て、
ログハウスへのエアコン設置工事、エアコン設置に
関わる電気設備の改修工事を実施する。

近年の猛暑に対応し、向こう３年間の集客目標の
達成に向け整備を実施する。令和８年度早々に入
札手続を開始し、まずは食堂から着工する予定。
集客の増加に期待する。

着
眼
！

水産業振興

3,209万円

浜田漁港養殖事業
可能性調査・研究
事業

令和8年度中に実施されるプロキシマー㈱の事業用地
最終候補地選定の判断材料となる、水量、水温、水質な
どを海水井戸の試掘を実施し、調査・研究する。

現在、プロキシマー㈱が協定を締結している自治
体は当市のみで、海や漁港が近く、すでに整地済
みである瀬戸ヶ島埋め立て地を最終候補地とし
て選定されることに期待する。

着
眼
！

駅周辺整備

617万円

浜田駅周辺
グランドデザイン
策定事業

総務省の地域力創造アドバイザー制度を活用し、浜田
駅周辺エリアの目指す将来像や整備イメージなどを
盛り込んだグランドデザインを策定する。

グランドデザインの検討過程において、市民や事
業者などと対話や議論を重ねることで、駅周辺エ
リアの目指すべき方向性や将来的な整備イメージ
が明確になるとともに、策定後は共通の目標に向
かって官民一体となったまちづくりが可能となる。

着
眼
！
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議案等の賛否の公開

定 会議例月3

令和8年  3 月 定 例 会 議 市長提出議案 38件　議会提出議案 2件

請願 22件、陳情 2件

議案番号等
議案第15号

議案第23号

弥畝辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

令和8年度浜田市一般会計予算

森　谷

森　谷

20

20

1

1

賛成 反　　対議 　 案 　 名 　 等

※請願の賛否については浜田市議会のホームページにて確認ください。

結果は浜田市議会ホームページからご確認ください▶

浜田市議会HP

浜田市議会HP

請願・陳情について審査しました

3月定例会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりで
す。各議員の賛否や、請願、陳情審査結果などの詳細は、
市議会ホームページをご覧ください。

令
和
8
年
度
浜
田
市
一
般
会
計
予
算

に
対
し
、
附
帯
決
議
を
可
決
！

　
令
和
8
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
ま
ず
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
予
算

決
算
委
員
会
で
事
業
ご
と
に

詳
細
な
審
査
を
行
い
採
決
し
、

そ
の
後
、
本
会
議
で
全
議
員

に
よ
り
採
決
を
行
う
流
れ
で

す
。

　
予
算
決
算
委
員
会
で
の
審

査
に
お
い
て
、「
社
会
福
祉

協
議
会
助
成
事
業
」「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
」
に
つ
い
て
議
員
間
で
の

自
由
討
議
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算

を
可
決
す
る
方
向
に
な
り
ま

し
た
が
、
附
帯
決
議
案
を
全

会
一
致
で
予
算
決
算
委
員
会

か
ら
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、

3
月
定
例
会
議
最
終
日
の
本

会
議
に
お
い
て
も
、
同
内
容

の
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　議案第23 号　令和8年度浜田市一般会計予算において、市民に対する説明責任を果たし、地域福祉施
策の更なる充実をはじめとした市民福祉の増進が図られるよう、以下の事項に配慮し、予算を執行される
よう強く求める。

１　社会福祉協議会助成事業について
　　社会福祉協議会は、本市の地域福祉を推進する上で重要な役割を担う団体である。一方で、近年その
役割の拡大に伴い、市からの補助及び委託事業も増加しており、事業の透明性、説明責任及び成果の明
確化がこれまで以上に求められている。
　　令和8年度当初予算においては、人件費補助の拡充により前年度と比較して大幅な増額となってお
り、補助の妥当性及び事業効果を明確にする必要があるため、次の事項に取り組むこと。
　　なお、増額分22,348千円については、次の事項を整理し、議会へ説明し、議会の理解が得られた後に
執行すること 。
　⑴　人件費補助の積算根拠及び事業効果の明確化
　⑵　事業別コスト構造及び人件費構成の透明化
　⑶　事業の整理・統合など効率的な事業運営に向けた見直し

２　地域包括支援センター運営事業について
　　地域包括支援センターは、高齢者の総合相談及び地域包括ケアの中核機能を担う重要な役割を有し
ており、本事業は、当該センターの円滑かつ効果的な運営を図るため、その業務を委託する事業である。
　　令和8年度当初予算においては、前年度と比較して大幅な増額となっており、事業評価及び成果指標 
を明確にする必要があるため、次の事項に取り組むこと。
　　なお、増額分11,176千円については、次の事項の整理及び議会へ説明の後、慎重に執行すること。
　⑴　相談支援体制、地域ケア会議の運営状況及び訪問活動等の実績整理と事業評価
　⑵　地域包括支援センターの機能強化に向けた運営方針及び成果指標の明確化

以上、決議する。

ことば
議会

Q&A

議案（予算など）に
対して、議会として
の意見や要望を表
明する決議です。

附帯決議

議案第23号　令和8年度浜田市一般会計予算に対する附帯決議の内容（全文）
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定 会議例月3

を問う政市
21人が個人一般質問

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
関
係
人
口
施
策
と

の
連
携
は
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
を
通
じ
て
浜

田
市
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
、今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進

め
る
。

　

浜
田
郷
土
資
料
館
の
整
備
に
あ
た

り
、浜
田
市
検
定
の
よ
う
な
取
組
を
行

う
予
定
は
あ
る
か
。

　

は
じ
め
に
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
取
り

か
か
る
が
、今
後
の
施
設
価
値
を
検
討

す
る
中
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
を
運
用
し
て
い

る
団
体
同
士
の
情
報
交
換
の
機
会
は
あ

る
か
。

　

現
在
は
個
別
相
談
で
対
応
し
て
お

り
、そ
の
よ
う
な
機
会
は
設
け
て
い
な

い
が
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
浜
田
応
援
団

市
民
に
支
持

さ
れ
続
け
る
事
業
へ

岡
山 

令
子

　

石
見
神
楽
を
ど
う
生
か
し
、
観
光
の

推
進
体
制
を
ど
う
造
る
の
か
。

　

石
見
神
楽
の
舞
殿
整
備
構
想
案
に
市

と
し
て
役
割
を
果
た
し
、
令
和
８
年
度

は
観
光
協
会
の
体
制
を
強
化
し
観
光
推

進
体
制
を
再
構
築
し
た
い
。

　

小
売
業
の
減
少
、
購
買
力
の
流
失
へ

の
対
応
は
。

　

５
年
間
で
商
品
販
売
額
11
％
、
事
業

所
数
21
％
減
少
。
魅
力
あ
る
フ
ー
ド
店

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
店
が
求
め
ら
れ
起
業

が
進
む
よ
う
支
援
し
た
い
。

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
向
け

ど
う
進
め
る
か
。

　

令
和
８
年
度
に
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
競
技
団
体
に
参
画
い
た
だ
き
団
体

の
育
成
を
支
援
し
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
市
政
の
市
民
参
加  
・
地
域
福
祉
推
進

・
小
中
学
校
運
営　
他

新
た
な
取
組
で

市
の
顔
づ
く
り

元
気
づ
く
り
を

芦
谷 

英
夫

　

令
和
３
〜
７
年
度
ま
で
教
育
方
針
の

中
に
あ
っ
た
「
理
数
教
育
の
充
実
」
の

記
載
が
令
和
８
年
度
に
は
な
い
。
目
的

を
達
成
し
た
の
か
。

　

目
的
を
達
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

今
後
も
理
数
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

国
は
大
学
に
お
け
る
理
系
学
部
の
増

設
や
高
校
普
通
科
の
理
系
志
望
者
の
増

加
に
向
け
て
予
算
を
投
じ
る
。Ｉ
Ｔ
な

ど
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
文
系
的

職
業
は
減
少
す
る
傾
向
で
あ
る
。
中
学

校
の
現
場
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　

認
識
で
き
て
い
る
と
思
う
。
職
業
選

択
の
幅
を
狭
め
な
い
よ
う
に
理
数
教
育

の
充
実
に
努
め
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
上
水
道
事
業
の
有
収
率

・
新
規
の
５
歳
児
検
診

・
市
民
推
薦
に
よ
る「
浜
田
遺
産
」制
度

の
検
討
の
提
案

理
数
教
育

充
実
は

職
業
選
択
の
幅
を
拡
げ
る

大
谷
　
学

QQQ AA A

QQQ AAA

QQ AA

HAMADA

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

（掲載は発言順）
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不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
と
し

て
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
「
校
内
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
拡
充
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
配
置
す

る
考
え
は
。

　

現
在
設
置
し
て
い
る
小
学
校
２
校
を

含
め
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校
４
校
、

計
10
校
に
拡
充
す
る
予
定
で
あ
る
。
教

室
に
入
り
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
児

童
・
生
徒
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

で
き
る
環
境
を
よ
り
整
備
し
、
学
び
の

場
の
確
保
に
努
め
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
危
険
空
き
家
対
策

・
郷
土
資
料
館
建
て
替
え
と
石
見
神
楽

保
存
拠
点
施
設
整
備

・
県
制
度
を
活
用
し
た
「
緊
急
猟
銃
制

度
」
に
伴
う
射
撃
練
習
支
援
の
取
組

・
外
国
人
の
日
本
語
学
習

よ
り
多
く
の

「
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」

拡
充
配
置
を

佐
々
木
豊
治

　

国
際
情
勢
が
不
安
定
化
す
る
な
か
、

非
核
自
治
体
宣
言
を
理
念
に
と
ど
め

ず
、
平
和
や
核
兵
器
問
題
を
次
世
代
へ

ど
う
引
継
ぐ
の
か
。

　

日
本
国
憲
法
の
平
和
理
念
に
基
づ
き

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
。

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
平
和

教
育
で
学
び
、
昨
年
は
広
島
市
で
の
平

和
学
習
に
13
名
が
参
加
し
交
流
を
行
っ

た
。

　

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
被

爆
体
験
や
核
兵
器
廃
絶
へ
の
思
い
、
被

爆
２
世
・
３
世
の
声
を
次
世
代
へ
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

　

参
加
者
の
多
く
が
「
被
爆
体
験
の
話

が
心
に
残
っ
た
」
と
感
想
を
寄
せ
て
い

る
。今
後
も
事
業
を
定
期
的
に
計
画
し
、

被
爆
者
や
被
爆
２
世
・
３
世
の
方
々
の

平
和
へ
の
思
い
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承

し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
へ

つ
な
ぐ
核
兵
器
廃
絶
と

平
和
へ
の
決
意

小
川 

稔
宏

　

米
軍
機
の
飛
行
訓
練
の
爆
音
に
よ

り
、旭
の
子
ど
も
た
ち
は
耳
を
ふ
さ
ぎ
、

恐
怖
に
怯
え
る
。
こ
ん
な
町
に
将
来
住

み
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
町
で

子
育
て
を
し
た
い
と
思
う
の
だ
ろ
う

か
。頻
度
・
騒
音
レ
ベ
ル
・
被
害
状
況
は
。

　

前
年
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
高
水
準

が
続
い
て
お
り
、
住
民
生
活
へ
の
影
響

は
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

訓
練
実
施
時
の
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
。

　

飛
行
訓
練
を
事
前
に
把
握
し
、
市
民

へ
周
知
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
と
も
低
空
飛
行
の
中
止
な

ど
、継
続
的
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
旭
中
学
校
防
音
対
策

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

・
ご
み
の
処
理　
他

米
軍
機

飛
行
訓
練

爆
音
対
策
を
問
う
！

今
田 

実
延

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
取
り
組
む

農
家
を
認
定
す
る
「
み
ど
り
認
定
」
を

取
得
し
た
農
家
は
何
件
か
。

　

県
内
で
は
、
317
名
が
認
定
さ
れ
て
お

り
、
浜
田
市
内
は
１
名
。

　

全
国
的
に
認
定
者
数
は
増
え
て
い

る
。
増
え
た
要
因
は
、
来
年
度
か
ら
導

入
す
る
新
た
な
直
接
支
払
制
度
で
同
認

定
の
取
得
を
交
付
要
件
に
す
る
方
針
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
市
も
早
急
に
増
や

す
べ
き
だ
。

　

農
業
者
の
意
向
や
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
認
定
取
得
者
の
増
加
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
有
機
農
業
の
拡
大

・
国
際
女
性
農
業
従
事
者

・
小
中
学
生
の
不
登
校

・
給
食
調
理
の
ご
み
や
食
べ
残
し
の
堆

肥
化

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
破
棄
問
題

み
ど
り
認
定
の

取
得
者
は
？

串
﨑 

利
行

Q

QQ

A

A

QQ A

QQ AA

A

A

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

市政を問うHAMADA
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物
価
高
騰
に
向
け
保
護
費
の
増
額
の

考
え
は
。

　

令
和
７
年
10
月
か
ら
、
特
例
加
算
と

し
て
、
世
帯
人
員
一
人
当
た
り
に
つ
き

月
額
１
、５
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
い

る
。

　

一
人
親
世
帯
の
生
活
困
窮
者
も
い
る

現
状
で
、
特
別
な
支
援
の
考
え
は
。

　

令
和
８
年
10
月
か
ら
、
生
活
扶
助
費

の
特
例
加
算
の
額
を
１
、０
０
０
円
引

き
上
げ
世
帯
人
員
一
人
当
た
り
に
つ

き
、
月
額
２
、５
０
０
円
と
す
る
内
容

が
政
府
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　

石
見
小
学
校
営
繕
要
望
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

　

新
校
舎
完
成
が
遅
れ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
そ
の
後

生
活
困
窮
者
へ
の

物
価
高
騰
支
援
を

遠
藤 

祐
之

　

三
隅
・
益
田
間
の
バ
イ
パ
ス
開
通
に

よ
る
消
費
流
失
は
浜
田
の
事
業
所
に
多

大
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
認

識
は
。

　

財
政
的
に
も
大
き
な
影
響
は
な
い
と

考
え
る
。

　

事
業
者
は
赤
字
で
も
消
費
税
は
納
付

義
務
が
あ
る
が
、
売
上
減
少
は
死
活
問

題
で
あ
る
。
市
民
だ
け
で
な
く
事
業
者

に
も
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
が
そ
の
考
え
が
あ
る
か
。

　

物
価
高
騰
が
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き

て
い
な
い
現
状
の
な
か
、
市
民
や
事
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
経
済
に

向
き
合
い
与
え
ら
れ
た
財
源
の
中
で
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在
意

義
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
本
来
機
能

消
費
税
に

苦
し
む
中
小
企
業
へ
の

支
援
策
を
！

足
立
　
豪

　

本
庁
舎
前
の
屋
外
広
場
に
て
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
や
野
菜
・
鮮
魚
販
売
な
ど
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

事
業
者
か
ら
の
提
案
や
申
し
出
が
あ

れ
ば
施
設
利
用
許
可
を
検
討
で
き
る
。

　

電
気
や
水
道
と
い
っ
た
設
備
を
貸
し

て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
か
。

　

電
気
や
水
道
の
提
供
は
行
わ
な
い

が
、
ト
イ
レ
の
利
用
に
関
し
て
は
問
題

な
い
。

　

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
が
ど
こ
ま

で
考
慮
す
る
の
か
。

　

庁
舎
は
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
施
設
の
た
め
来
庁
者
優
先
で

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
市
役
所
の
昼
休
み
分
散
取
得

・
浜
田
港
四
季
の
お
魚
認
証
店
制
度

市
役
所（
本
庁
）

前
の
広
場
を

有
効
活
用
し
よ
う
！

西
田 

一
平

市
民
に
対
応
す
る

こ
と
こ
そ

最
も
重
要
な
仕
事

森
谷 

公
昭

　

災
害
や
選
挙
対
応
も
含
め
市
民
対
応

は
公
務
の
範
囲
で
あ
り
、
特
定
の
対
応

を
切
り
分
け
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
、
証
拠
と
な
る
録
音

も
確
認
せ
ず
判
断
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

同
一
内
容
の
質
問
が
窓
口
や
メ
ー
ル

等
で
繰
り
返
さ
れ
、
職
員
に
相
当
の
負

担
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

時
間
を
回
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
他
の

業
務
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

通
常
公
務
の
範
囲
内
で
は
な
い
の

か
。
ま
た
証
拠
も
見
ず
に
決
め
つ
け
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
説
明
も

不
十
分
で
は
な
い
か
。

　

対
応
や
判
断
は
基
準
に
基
づ
き
適
正

に
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
必
要
な
説
明

に
努
め
て
い
く
。

QQQ AA A

QQ AA

Q

QQ

QQ AA

AA

A

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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福
祉
避
難
所
で
も
あ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
に
は
、
そ

の
知
識
を
も
っ
た
職
員
や
学
生
が
い

る
。
当
該
学
校
と
の
連
携
は
、
災
害
時

だ
け
で
は
な
く
、
平
時
に
お
い
て
、
避

難
行
動
計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
入

れ
た
監
修
や
意
見
を
伺
う
こ
と
。
さ
ら

に
は
、
避
難
訓
練
を
一
緒
に
行
う
な
ど
の

関
係
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
学
校
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た

専
門
的
な
視
点
か
ら
の
意
見
な
ど
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
の
福
祉
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
消
防
団
車
庫
A
E
D
設
置

・
消
火
格
納
箱
の
再
設
置

・
防
災
ヘ
リ
の
場
外
離
着
陸

リ
ハ
カ
レ
島
根

と
の
平
時
か
ら
の

連
携
強
化

村
木 

勝
也

　

移
住
者
獲
得
に
向
け
た
今
後
の
施
策

は
。

　

従
来
の
施
策
に
加
え
て
、
一
定
期
間

本
市
に
滞
在
す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
関
係
人
口
の
獲
得
や
移
住
に
つ

な
げ
た
い
。

　

令
和
７
年
度
の
出
生
数
が
極
め
て
減

少
し
て
い
る
。
市
と
し
て
の
新
た
な
独

自
対
策
の
取
組
は
。

　

新
た
な
対
策
と
し
て
、
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
や
５
歳
児
検
診
の
実
施
、

ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
や
子
ど

も
医
療
費
の
高
校
生
年
代
ま
で
の
完
全

無
償
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
浜
田
市
の
ド
ロ
ー
ン
活
用

・
浜
田
市
の
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
施
策

・
浜
田
郷
土
資
料
館
建
て
替
え
整
備

移
住
・
定
住
・

少
子
化
対
策
を

オ
ー
ル
浜
田
で
！

西
田 

清
久

Q

QQ

A

AA

　

漁
業
再
生
を
市
政
の
柱
と
す
る
が
、

何
を
転
換
点
と
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
施
策
で
水
揚
げ
回
復
を
図
る
の

か
。

　

水
揚
げ
増
大
と
付
加
価
値
向
上
を
両

立
さ
せ
る
取
組
を
進
め
、
浜
田
の
漁
業

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
る
施
策
を
推

進
す
る
。

　

駅
前
整
備
や
三
桜
酒
造
跡
地
を
中
心

市
街
地
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
る
の
か
。

　

市
民
意
見
を
踏
ま
え
た
活
性
化
に
つ

な
が
る
機
能
導
入
や
空
間
整
備
を
検
討

す
る
。

　

学
校
統
合
と
給
食
施
設
再
編
の
判
断

基
準
は
何
か
。

　

子
ど
も
の
教
育
環
境
を
最
優
先
と

し
、
将
来
を
見
据
え
た
適
正
規
模
へ
の

再
編
を
検
討
す
る
。

市
長
は

浜
田
の
未
来
像
を

ど
う
描
く
の
か
？

笹
田
　
卓

　

浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
に
お
け
る
残

置
森
林
な
ど
の
管
理
に
関
す
る
誓
約
書

の
内
容
は
現
在
で
も
有
効
か
。

　

所
有
権
や
利
用
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場

合
で
も
、
誓
約
事
項
は
権
利
を
譲
り
受

け
た
者
へ
継
承
さ
れ
、
現
在
も
残
置
森

林
な
ど
へ
の
制
約
は
有
効
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
８
月
に
後
野
町
の
太
陽
光

発
電
所
か
ら
の
雨
水
に
よ
り
周
辺
の
田

畑
が
、
実
際
に
冠
水
し
た
過
去
の
事
例

を
踏
ま
え
、
今
後
、
浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン

ク
ス
に
お
け
る
計
画
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
考
え
な
の
か
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
よ
り
浸
水
係

数
や
流
水
係
数
が
変
化
し
、
調
整
池
や

排
水
設
備
の
不
足
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
。
今
後
、
洪
水
や
土
砂
被
害
の
リ
ス

ク
に
十
分
配
慮
し
た
設
計
と
な
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
適
正
に
指
導

す
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

計
画
の
リ
ス
ク
認
識
と

行
政
判
断

沖
田 

真
治

QQQ

QQ

AAA

AA

市政を問うHAMADA

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画



9 2026年5月号

　

住
宅
密
集
地
域
に
お
け
る
初
期
消
火

体
制
及
び
避
難
体
制
の
課
題
は
。

　

住
宅
密
集
地
は
家
屋
が
隣
接
し
延
焼

の
危
険
性
が
高
い
。
特
に
高
齢
化
が
進

む
地
域
で
は
初
期
消
火
や
迅
速
な
避
難

行
動
に
遅
れ
が
生
じ
や
す
い
と
認
識
し

て
い
る
。
市
内
で
も
過
去
10
年
で
12
人

が
火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ

の
大
半
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
の
被
害
防
止
は
喫
緊
の
重

要
課
題
で
あ
る
。

　

今
後
の
対
策
は
。

　

日
中
夜
間
を
問
わ
ず
地
域
ぐ
る
み
で

の
初
期
消
火
体
制
の
確
立
と
、
要
支
援

者
を
含
め
た
避
難
支
援
体
制
の
強
化
に

取
り
組
む
。
通
報
訓
練
や
消
火
訓
練
の

実
施
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

を
通
じ
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
向
上

を
図
る
。

命
を
守
る

初
期
消
火
体
制
へ
の

取
組
は
？

岡
本 

正
友

　

今
回
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

販
売
を
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
世
帯
に
行

き
わ
た
る
よ
う
、
配
布
に
し
て
ほ
し
い

と
要
望
し
て
き
た
が
、
販
売
と
し
た
理

由
は
。

　

市
民
生
活
支
援
と
市
内
事
業
者
支
援

を
目
的
と
し
て
い
る
。
短
期
的
に
準
備

が
で
き
、
い
ち
早
く
支
援
が
可
能
と
な

る
販
売
と
し
た
。

　

全
世
帯
に
配
布
す
る
自
治
体
も
あ

る
。
金
額
設
定
に
よ
っ
て
販
売
と
同
額

程
度
の
予
算
で
配
布
可
能
で
は
。

　

１
世
帯
当
た
り
９
千
円
、
１
人
当
た

り
５
千
円
の
配
布
で
、
現
在
の
予
算
と

同
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

物
価
高
騰
で
大
変
な
市
民
へ
の
支
援

と
し
て
、
一
番
効
果
的
な
方
法
を
ど
う

検
討
す
る
の
か
。

　

市
と
し
て
総
合
的
に
判
断
し
、
最
も

効
果
が
上
が
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

必
要
な
人
に

必
要
な
支
援
が
届
く

施
策
を

柳
楽
真
智
子

QQ

QQQ

AA

AAA

　

石
見
神
楽
関
連
産
業
に
関
し
て
模
倣

品
が
出
て
く
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
石
見
神
楽
・
神
楽
産
業
の
特
性
や

権
利
を
守
る
た
め
の
「
団
体
商
標
」
や

ブ
ラ
ン
ド
保
護
の
検
討
状
況
は
。

　

地
域
団
体
商
標
お
よ
び
意
匠
登
録
状

況
に
つ
い
て
「
石
見
神
楽
」
の
登
録
は

な
い
。
こ
の
制
度
活
用
は
本
来
、
民
間

事
業
者
が
主
体
で
取
り
組
む
も
の
だ

が
、
行
政
と
し
て
も
支
援
の
在
り
方
を

検
討
す
る
。

　

石
見
神
楽
保
存
・
伝
承
拠
点
の
必
要

性
は
、
今
後
示
さ
れ
る
「
基
本
構
想
」

を
尊
重
し
つ
つ
市
民
の
意
見
を
聴
き
進

め
る
と
の
こ
と
。例
え
ば「
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」と
い
う
形
式
が
有
効
と
思
う
が
。

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
含
め
広
く

市
民
の
意
見
を
頂
戴
で
き
る
手
法
を
今

後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

目
指
せ
！

世
界
に
誇
る

石
見
神
楽
の
郷

川
神 

裕
司

　

石
見
小
・
松
原
小
・
三
階
小
の
現
在

の
各
３
校
の
児
童
数
は
。

　

令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
で
石
見
小

299
人
、
松
原
小
99
人
、
三
階
小
205
人
、

合
計
603
人
と
な
る
。

　

６
年
後
の
各
３
校
の
児
童
数
は
。

　

石
見
小
228
人
、松
原
小
97
人
、
三
階

小
183
人
、
合
計
508
人
。
な
お
校
区
外
通

学
等
に
よ
り
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

各
３
校
の
建
築
年
は
。

　

石
見
小
は
昭
和
36
年
、
松
原
小
は
昭

和
50
年
、三
階
小
は
平
成
２
年
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
統
廃
合
の
考
え
方
は
。

　

文
科
省
は
学
級
数
の
標
準
規
模
を
各

学
年
２
か
ら
３
学
級
と
し
て
お
り
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
２
学
級
以
上
を

理
想
的
と
し
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

・
若
者
支
援
フ
ァ
ン
ド
事
業 

他

戸
津
川
美
二

QQ

Q

AA

AAQAQA Q 少
子
化
を

見
据
え
て
、早
期
の

学
校
環
境
の
整
備
を

定 会議例月3

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画

◀
動
画
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幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
の
実
施

に
つ
い
て
。

　

訪
問
の
依
頼
を
受
け
、
園
内
研
修
に

関
わ
る
。
ま
た
月
２
回
「
子
ど
も
を
語

る
会
」
と
し
て
保
育
士
同
士
で
事
例
研

修
の
場
を
設
け
支
援
者
同
士
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

関
係
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

は
。

　

幼
小
連
携
・
接
続
の
た
め
合
同
研
修

を
行
い
、
お
互
い
の
理
解
が
進
む
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
発
達
の
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
も
担
う
。

　

子
ど
も
の
文
化
的
お
よ
び
芸
術
的
体

験
の
現
状
は
。

　

学
校
の
芸
術
鑑
賞
が
音
楽
に
偏
っ
て

い
る
。
今
後
は
舞
台
劇
鑑
賞
な
ど
多
様

な
文
化
や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

に
努
め
る
。

花
田
　
香

　

私
た
ち
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

と
い
え
る
建
設
業
も
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
こ
の
建
設
業
を
浜
田
市

の
産
業
政
策
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
る
か
。

　

地
域
の
安
全
・
快
適
・
便
利
な
暮
ら

し
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
と

も
に
、
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
対
応
や

除
雪
作
業
な
ど
の
場
面
で
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

工
場
・
商
業
施
設
・
道
路
・
港
湾
・

上
下
水
道
・
農
業
整
備
・
林
道
な
ど
、

産
業
に
必
要
な
基
盤
を
構
築
す
る
の
は

建
設
業
で
は
な
い
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
基
盤
を
築
く
重
要

な
産
業
と
認
識
し
て
い
る
。

産
業
政
策
に

お
け
る
建
設
業
の

位
置
付
け

川
上 

幾
雄

QQ A

QQ AA

AQA あ
ら
ゆ
る

場
面
で
子
ど
も
に
最
善
の

利
益
を
！

　
　
　
　
　
　
　
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
へ
の
回
答

　

予
算
決
算
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
会
議
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
放
映
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
の
情
報
公
開
を
推
進
す
る
う

え
で
大
変
有
意
義
な
手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
議
会
で
は
、
一
般
質
問
や
予
算
決
算
委
員
会
の

う
ち
3
月
定
例
会
議
で
の
予
算
審
査
の
模
様
に
つ
い
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Y
o
u
T
u
b
e
に
お
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
委

員
会
等
の
会
議
の
録
画
配
信
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
様
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

ぎ
か
い

ご
意
見

対
応
経
過
及
び
結
果

予
算
決
算
委
員
会
も

C
A
T
V
で

放
映
し
て
欲
し
い
。

各まちづくりセンターに、ご意見・ご要望の用紙を「ぎかいポスト」とともに
設置していますので、ご利用ください。ホームページからも受け付けています。

◀
動
画

◀
動
画

市政を問うHAMADA
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浜田市議会ニュース
浜田市議会 T o p i c s

予算審議の充実と修正案の取組を報告
　令和8年2月12日にローカル・マニフェスト
推進連盟主催のオンライン勉強会が開催され、
全国の自治体議員らが参加しました。テーマは、
議会の監視機能強化と予算修正の実践です。
　当日は、大正大学の江藤俊昭教授による課題
提起のほか、各地の議会から実践報告が行われ、
浜田市議会の事例発表の機会をいただきま
した。
　浜田市議会の取組としては、予算と決算を
連動させた審査体制や議会主導による事務事業
評価、さらに令和7年度当初予算に計上された
三桜酒造跡地活用関連事業に対する修正案可決
までの経緯を紹介しました。また、修正は対立
を目的とするものではなく、より丁寧な説明と

熟議を求める意思表示であることを共有しま
した。
　今回の勉強会を通じ、議会が自ら学び、議論
を深め、責任ある判断を積み重ねていくことの
重要性を改めて認識しました。今後も市民の負
託に応える議会運営に努めてまいります。

るよみま

端 開催のお知らせ井戸地域

伺いたい
テーマ

1 2 3

　昨年同様に地域井戸端会を開催することといたしました。今回も開催会場を全28
会場とし、３常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会・産業建設委員会）から
委員を１人ずつ派遣します。
　ご意見・ご要望をお伺いする時間を設けておりますので、暮らしの中での気づきや
ご意見をお聞かせください。いただいた意見は各委員会で今後の調査研究に生かし
ます。また、委員会が総括的にまとめた内容を実施会場に掲載する予定です。たく
さんのご参加をお待ちしております。

100年先に残し
たい浜田の食

防災と避難行動計画について
～災害が起きたらどうしますか？
自分と家族を守るための行動～

子どもや高齢者の
暮らしの困りごと

地
域
井
戸
端
会
ペ
ー
ジ
◀

5/8（金）
5/11（月）
5/12（火）
5/18（月）
5/18（月）
5/18（月）
5/21（木）
5/23（土）
5/26（火）
5/13（水）
5/15（金）
5/15（金）
5/18（月）
5/21（木）
5/21（木）

18:30～ 
18:30～ 
18:00～ 
18:30～ 
18:30～ 
18:30～ 
18:30～ 
10:00～ 
18:30～ 
18:30～ 
18:00～ 
18:30～ 
10:00～ 
18:30～
18:30～

浜
　
　
　
　
　
　
田

金
　
　
　
城

5/14（木）
5/16（土）
5/19（火）
5/25（月）
5/28（木）
5/18（月）
5/22（金）
5/15（金）
5/19（火）
5/19（火）
5/19（火）
5/21（木）
5/22（金）

18:30～
10:00～
18:30～
18:30～
18:30～
18:30～
18:00～
18:30～
18:00～
18:30～
18:30～
18:30～
18:30～

旭

弥
栄

三
　
　
　
隅

市木まちづくりセンター
都川まちづくりセンター
木田まちづくりセンター
和田まちづくりセンター
今市まちづくりセンター
杵束まちづくりセンター
安城まちづくりセンター
白砂まちづくりセンター
井野まちづくりセンター
三隅まちづくりセンター
岡見まちづくりセンター
三保まちづくりセンター
黒沢まちづくりセンター

大麻まちづくりセンター
長 沢 サ ブ セ ン タ ー
長浜まちづくりセンター
浜田まちづくりセンター
美川まちづくりセンター
国府まちづくりセンター
周布まちづくりセンター
子育て世代包括支援センター
石見まちづくりセンター
み ど り か い か ん
久佐まちづくりセンター
波佐まちづくりセンター
今福まちづくりセンター
小国まちづくりセンター
美又まちづくりセンター

❖日時・会場（実施時間は2時間）

会
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浜
田
に
残
る
手
仕
事

天
然
干
し
ワ
カ
メ

　

か
つ
て
唐
鐘
漁
港
で
は
、
春
に
な
る
と
浜
い
っ
ぱ
い
に
ワ
カ
メ
が
干
さ
れ
る
風
景
が
広

が
り
、
干
し
場
の
場
所
取
り
を
す
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
、
そ
の
担
い
手
は
わ
ず
か
と
な
り
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

浜
田
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
こ
の
営
み
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
現
状
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
回
の
市
民
対
談
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

沖
田
真
治
・
岡
山
令
子
】

か
つ
て
の
浜
田
の
風
景
は
い
ま

手
間
を
か
け
る
理
由
―

天
然
干
し
ワ
カ
メ
の
価
値

│
現
在
、
天
然
の
干
し
ワ

カ
メ
を
作
っ
て
い
る
軒
数

は
？

良
一
さ
ん　

唐
鐘
漁
港
で
は

２
軒
し
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

瀬
戸
ヶ
島
で
も
わ
ず
か
１
、

２
軒
と
聞
い
て
い
ま
す
。
昔

は
多
く
の
家
で
作
ら
れ
て
い

て
、
浜
で
は
干
場
を
確
保
す

る
た
め
に
場
所
取
り
を
す
る

程
で
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

│
効
率
化
も
進
む
中
で
、

昔
な
が
ら
の
製
法
を
続
け
て

い
る
理
由
は
？

良
一
さ
ん　

効
率
化
で
き
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て

は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
後

は
人
の
手
で
見
て
判
断
せ
ん

と
い
け
ん
と
こ
ろ
が
多
く
、

そ
う
い
う
積
み
重
ね
で
品
質

が
決
ま
り
ま
す
。

│
か
な
り
古
い
道
具
を
お

使
い
の
よ
う
だ
が
？

良
一
さ
ん　

昔
か
ら
使
っ
て

い
る
道
具
が
多
く
、
50
年
近

く
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
中
に
は
先
達
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
も
あ
っ
て
、

今
で
も
大
事
に
使
い
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昔
の
漁
師

が
工
夫
し
て
編
み
出
し
た
も

の
で
、
今
は
作
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
、
壊
れ
た
ら
替
え
が

利
か
ん
物
も
あ
る
の
で
、
手

入
れ
を
し
な
が
ら
使
っ
て
い

ま
す
。

し
た
。

│
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
減
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
？

良
一
さ
ん　

大
き
な
理
由
は

も
う
か
ら
な
い
仕
事
だ
か
ら

で
す
。
自
然
が
相
手
の
仕
事

で
す
し
、
時
期
に
な
れ
ば
、

そ
の
日
の
早
朝
に
収
穫
し
た

ワ
カ
メ
を
製
品
に
す
る
ま
で

作
業
を
続
け
ま
す
の
で
夜
中

ま
で
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
休
日
も
十
分
に
と
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
誰
も
後
を
継
が
な
い
。

手
間
の
割
に
収
入
が
安
定
し

な
い
の
で
、
続
け
る
の
が
難

し
い
で
す
。

金
川
良
一
さ
ん
・
俊
子
さ
ん

唐
鐘
漁
港
　

漁
師

Vol.19

か
ね
が
わ

い
ち

り
ょ
う

こ

し
ゅ
ん
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唐鐘漁港所属の漁業者。一本釣り漁師、天然干しワカメづくり
に取り組む。今年で漁師として40年目を迎える71才。

古くは浜田藩に献上されていた記録も残る唐鐘漁港の干しワカ
メは、当時の漁業者が手間を惜しまず、つくっていたことがし
のばれます。中でも春先に収穫される柔らかく風味の良いもの
をかつては「殿芽」と呼ばれ珍重されていた。いまも昔ながら
の製法を守り続けている。現在は漁師を目指す後継者が仕事を
学んでおり、その継承にも力を注いでいる。

手
仕
事
が
支
え
る
浜
田
の
食

継
承
の
帰
路
―

理
屈
じ
ゃ
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁

浜
田
の
食
を
こ
れ
か
ら
も

│
効
率
化
も
進
む
中
で
、

昔
な
が
ら
の
製
法
を
続
け
て

い
る
理
由
は
？

良
一
さ
ん　

効
率
化
で
き
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て

は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
後

は
人
の
手
で
見
て
判
断
せ
ん

と
い
け
ん
と
こ
ろ
が
多
く
、

そ
う
い
う
積
み
重
ね
で
品
質

が
決
ま
り
ま
す
。

│
か
な
り
古
い
道
具
を
お

使
い
の
よ
う
だ
が
？

良
一
さ
ん
　
昔
か
ら
使
っ
て

い
る
道
具
が
多
く
、
50
年
近

く
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
中
に
は
先
達
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
も
あ
っ
て
、

今
で
も
大
事
に
使
い
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昔
の
漁
師

が
工
夫
し
て
編
み
出
し
た
も

の
で
、
今
は
作
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
、
壊
れ
た
ら
替
え
が

利
か
ん
物
も
あ
る
の
で
、
手

入
れ
を
し
な
が
ら
使
っ
て
い

ま
す
。

│
作
業
の
中
で
、
特
に
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

良
一
さ
ん　

や
っ
ぱ
り
天
候

で
す
ね
。
波
や
風
、
空
の
様

子
を
見
な
が
ら
、
そ
の
日
の

状
況
を
判
断
し
ま
す
。
天
日

で
干
す
こ
と
で
、
ワ
カ
メ
本

来
の
風
味
が
出
る
の
で
、
そ

こ
は
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

同
じ
晴
れ
の
日
で
も
、
こ
の

時
期
特
有
の
黄
砂
が
飛
ぶ
日

は
作
業
を
中
止
し
ま
す
し
、

風
の
強
さ
や
湿
り
気
で
仕
上

が
り
が
変
わ
る
の
で
、
そ
の

日
の
天
候
の
見
極
め
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

│
ワ
カ
メ
が
熱
を
持
つ
と

は
？

良
一
さ
ん　

採
っ
て
き
た
ワ

カ
メ
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
熱
を
持
っ
て
く
る
ん

で
す
。
呼
吸
を
し
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　
だ
か
ら
時
間
を
置
か
ず
に

処
理
せ
ん
と
い
け
ん
の
で
す
。

俊
子
さ
ん　

本
当
に
す
ぐ
熱

を
持
つ
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら

そ
の
日
の
う
ち
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
処
理
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　
ワ
カ
メ
の
風
味
を
生
か
す

た
め
、
刈
り
取
っ
た
ワ
カ
メ

が
港
に
揚
が
る
の
に
合
わ
せ

て
、
間
を
置
か
ず
に
作
業
に

入
り
ま
す
。
洗
っ
て
、
脱
水

し
て
、
干
す
と
こ
ろ
ま
で
一

気
に
や
る
。
ま
さ
に
時
間
と

の
勝
負
で
す
。
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
い
て
る
皆
さ
ん
と

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
動
い

て
ま
す
。

良
一
さ
ん　

手
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
こ
う
い
う
や
り
方

で
続
い
て
き
た
も
の
で
す
し
、

こ
の
浜
で
は
こ
れ
が
当
た
り

前
の
仕
事
な
ん
で
す
。

│
現
在
、
唐
鐘
漁
港
で
は

２
軒
、
瀬
戸
ヶ
島
町
で
も
わ

ず
か
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

こ
の
状
況
を
ど
う
見
て
い
る

か
？

良
一
さ
ん
　
こ
の
ま
ま
い
け

ば
無
く
な
る
可
能
性
は
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

代
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は

い
か
ん
。
と
言
う
思
い
は
あ

り
ま
す
。

│
後
継
者
に
つ
い
て
は
？

良
一
さ
ん
　
現
在
、
漁
師
を

目
指
し
て
い
る
人
が
い
て
、

い
ま
仕
事
を
覚
え
て
い
る
最

中
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
続
け
て
い
く
に
は

そ
れ
な
り
の
覚
悟
も
い
る
仕

事
で
す
の
で
、
決
し
て
楽
な

道
の
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、経
験
を
重
ね
な
が
ら
、

こ
の
仕
事
の
勘
ど
こ
ろ
を
一

つ
ひ
と
つ
身
に
つ
け
て
く
れ

た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

│
干
し
ワ
カ
メ
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
？

良
一
さ
ん　

続
け
る
人
が
出

て
く
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
の

た
め
に
は
、
き
ち
ん
と
仕
事

と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
が
大

事
で
す
し
無
理
な
く
続
け
て

い
け
る
環
境
や
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
土
台
が
あ
っ
た
上

で
、
必
要
に
応
じ
た
公
的
支

援
も
お
願
い
で
き
た
ら
あ
り

が
た
い
で
す
ね
。
支
援
に
頼

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

の
仕
事
と
し
て
続
け
て
い
け

る
形
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

良
一
さ
ん　

干
し
ワ
カ
メ
は

体
に
い
い
も
の
で
す
し
、
お

い
し
い
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
食

べ
て
も
ら
っ
て
、
こ
う
い
う

も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

◎プロフィール

◎唐鐘の干しワカメの歴史

金川良一さん・金川俊子さん
かねがわ いちりょう かねがわ こしゅん
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レポート
総 務 委 員 会 文教厚生委員会

　防災・減災施策の充実を目的に、愛媛県松山市と今治市を行政
視察しました。
　松山市では「逃げ遅れゼロプロジェクト」として、自主防災組織率
100％を達成し、防災士約1万2千人を地域・企業・学校など多様な
分野で育成・配置しています。 防災士資格取得に係る費用を市が
支援する仕組みを設けるなど、担い手育成に力を入れていました。 
また、住民一人ひとりが避難行動を事前に整理する「マイ・タイムラ
イン」、防災アプリの普及などにより、避難行動の実効性向上に取り
組んでいました。
　今治市では、ごみ処理施設「バリクリーン」を視察しました。同施
設は、災害時には避難所や電力供給拠点として活用できる
「フェーズフリー」の考え方を取り入れた施設です。官民やNPOが
連携した運営体制も整えられており、地域防災拠点としての役割
を果たしています。
　委員会としては、地域防災の
担い手となる人材育成や、防災
教育を継続的に進める仕組み
づくりの重要性を認識しまし
た。今回の視察で得た知見を踏
まえ、浜田市の防災・減災施策
の充実に活かしてまいります。

　当委員会の取組課題の一つである「浜田漁港・商港の活性化に
ついて」のテーマに基づき、島根県浜田港湾振興センター、浜田
港振興会と意見交換会を行いました。 まず初めに浜田港の概要
説明から施設紹介、日韓国際定期コンテナ航路について、港湾計
画、港湾計画に基づく整備などの説明を受けました。 質疑後、実
際に港湾内を見学しました。 20フィート、40フィートコンテナが数
多く整然と並べられており、出荷前の木材も多数並んでいました。 
　今後の取組については、目標である5,000TEU(※)を目指し、
1,000TEU以上の規模の船が着岸できるよう計画を進め、定期
便についても、週1回から2回に増便するための課題の共有も図
りました。 (※TEUとは20フィートで換算したコンテナ個数を表す単位)

　文教厚生委員会が取り組む課題
が決まりました。
　委員会として取組課題の案を決め
るにあたり委員一人ひとりが意見を
持ち寄り、活発な議論を重ねた結果、
「こどもの権利の推進について」で決
定となりました。
　こどもの権利に関する施策の現状
および課題を把握するとともに、こど
もが安心して意見を表明し、社会に参
画できる環境づくりや、その意見を施
策へ適切に反映する仕組みのあり方
について調査研究を行い、あわせて、
「こどもの権利条例」制定に向けた市
の取組状況についても調査し、こども
の権利の推進および関連施策の充実
を図ります。
　今後の活動が楽しみな展開となっ
ています。

産 業 建 設 委 員 会

　逃げ遅れゼロを目指す
防災の取組を視察 　こどもの権利の

推進について

委 員 会

浜田港振興会との意見交換会
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　当特別委員会は昨年12月に設置後、3月現在時
点で5回の委員会を開催いたしました。現在委員会
の取り組む課題を3点に絞り精力的に議論を行って
います。以下取組状況の概要をお知らせいたしま
す。
⑴ハラスメント防止条例制定→市長部局は独自に
「カスタマーハラスメント防止条例」制定を目指し
ており、特別委員会は「ハラスメント防止条例」制
定を目指しています。市長部局と連携を取りなが

　「ハラスメント条例」設置議論を始動 !

議員定数等議会活性化特別委員会

議会広報広聴委員会
　令和8年度の活動概要決定

　地域井戸端会およびはまだ市民一日議会について次
のとおり協議し決定しました。
　地域井戸端会（議会報告会）を5月8日から5月28日ま
での間で令和7年度と同様にまちづくりセンター等28か
所で開催します。（詳細はP4をご覧ください）
　はまだ市民一日議会は10月に開催予定です。詳細に
ついては、今後ホームページ、チラシ等でお知らせいた
します。多くの市民の方の応募をお待ちしています。
　また、1月27日に福岡県八女市、28日に愛媛県新居浜
市と福岡県筑後市の各市議会から合計27名の方々が
「はまだ市民一日議会」について行政視察に来られまし
た。市民の方々から頂いた提言の活用方法を紹介すると
ともに浜田をPRするよい機会となりました。

議会運営委員会
　議会運営の充実と

課題対応
　議会運営委員会は、会議日程や案件な
ど議会運営全般について協議し、円滑な
運営のための意見調整を図っています。 
3月定例会議に向けて日程調整を行うと
ともに、付託された請願について審議しま
した。
　また、1月20日に議員研修会「ハラスメ
ントについて考える」を開催し、議員とし
ての自覚と防止の重要性を再認識しまし
た。本市議会では議員政治倫理条例によ
りハラスメント禁止を定めており、改めて
行動を見直す機会となりました。
　さらに、議会基本条例の見直しや運用
についても協議を重ねています。今後も
市民の声を踏まえ、議会運営の充実に努
めてまいります。

　ら条例制定に積極的に取り組んでいきます。
　また3月定例会議において「浜田市議会議員政治
倫理条例の改正」を提案し可決いたしました。
⑵議員定数適正化→2年後を目安に定数決定を目
指すことを確認しました。
⑶議会活性化(申し送り事項)→「市への要望・提言
に対する対応状況の検証」を中心に議論を開始し
ます。

委 員 会



議
　

長
　

澁
谷 

幹
雄

　令和８年２月６日に浜田市連合自治協議会主催の「市長・議長と語る会」に副議長と共に出席しまし
た。この会は少なくとも平成20年には開催され地域との連携や意思疎通を図る上で重要な機会です。会
の中では市長のあとに15分間の講演の時間を頂きました。
　講演では「市民から信頼され、必要とされる議会を目指して」と題し、地方自治体の二元代表制と国会
の首班指名を受けて内閣総理大臣がつくる内閣の仕組みとの違いや地方自治体においては市長部局に
予算編成権と執行権が独占されている形の問題点を説明しました。いずれにしましても人口減少が加速
している現状を踏まえつつ、より一層市民のための政策を実行してもらうよう市長部局に対し、論戦を展
開し議会としても「結果責任」が果たせるよう取り組みたいと考えています。

　令和8年1月18日（日）に長浜岸壁で行われた浜田水産高校海洋
技術科2年22名および専攻科20名（隠岐水産高校専攻科9名を含
む）が太平洋ハワイ海域で行われるマグロはえ縄漁実習の出港式
に参列しました。予定では2月20日にホノルルに入港して補給と
研修、神奈川県三崎港でのマグロ水揚げ、3月14日に一連の実習
を終えて帰港とのこと。水産都市浜田を支える人材として大きく
成長されることを願い見送りました。

議
会
の
責
任
を

果
た
す
！

　オランダの11歳の子どもたちの共同制作作品です。 「カンディンスキーのように」という
タイトルで、20世紀を代表する画家カンディンスキーの抽象作品を題材に表現したものです。
　浜田市世界こども美術館では、６月からはじまる展覧会で、収蔵品のカンディンスキー
作品を展示します。 ぜひみなさまご来館ください。

　4月１日の44号はご覧いただけましたでしょう
か。 ｍiｎiは浜田市議会ホームページにウェブ版
として掲載していますのでぜひご覧ください。

（次号は6月１日に発行予定）

＊
あ
と
が
き
＊

表紙作品
紹介

mini

mini も見てね！

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員
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大
谷
　
　
学

岡
山
　
令
子

西
田
　
一
平

今
田
　
実
延

遠
藤
　
祐
之

花
田
　
　
香

戸
津
川
美
二

沖
田
　
真
治

笹
田
　
　
卓

岡
本
　
正
友

編 集 委 員

◎この議会だよりは１部あたり31.50円（税込）でできています。

※変更になる場合があります。

❖6月定例会議の予定

 ▼ 開　会
６月18日（木）
▼  一般質問
６月19日（金）～６月24日（水）

ぜひ傍聴に
お越しください

次回（Vol.82）は9月１日発行予定

レポート議 長

発行｜浜田市議会　編集｜議会広報広聴委員会　〒697-8501　島根県浜田市殿町１番地　TEL（0855）25-9800  FAX（0855）22-6765

「市長・議長と語る会」で講演　

漁業実習出港式に参列

だより
はまだ議会

　
議
会
広
報
広
聴
副
委
員
長
と

し
て
、
前
回
の
「
は
ま
だ
議
会

だ
よ
り
」
V
o
l
．80
か
ら
編
集

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

市
民
の
立
場
で
読
ん
で
い
た
議

会
だ
よ
り
に
作
り
手
と
し
て
関

わ
る
こ
と
で
、
議
会
が
ど
の
よ

う
に
議
論
を
重
ね
紙
面
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
知

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
議
会

の
議
論
や
決
定
は
市
民
生
活
に

直
結
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
「
議
会
で
何
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
」
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

読
み
手
の
視
点
を
忘
れ
ず
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
く
、身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
記
　
岡
山 

令
子
）


